


　私たちの暮らしは、多くの自然の恵みの上に成り立っています。

生きていくために欠かせないきれいな空気や水、豊富な緑、

美しい自然によってもたらされる食料などは、私たちの生活を

根底から支えるかけがえのないものです。

　一方で、平成23年3月に発生した東日本大震災をはじめ、頻発

する局地的な大雨や大型台風、また昨今続く火山噴火など、自然

の力によって様々な災害が生じています。

　このように、自然が持つ大きな力は、私たちに豊かな恵みとともに様々な災害をも

たらすということを認識しなければなりません。

　平成26年度、横浜市は、平成23年４月に策定した環境管理計画を改定します。これ

まで行ってきた取組への評価や課題を踏まえ、自然の恵みを次世代に受け継いでいく

とともに、自然災害に対する様々な備えを日常生活に取り入れることで、自然と社会

が共生する社会を目指していく事を盛り込みました。

　脱温暖化に向けた低炭素社会や豊かな生物多様性など、横浜市が目指す将来の環

境の姿を実現するために、「自然と人との共生」を環境行政の基本的な考え方として、

引き続き取組を進めます。

　本書「横浜の環境（平成26年版）」は、横浜を取り巻く環境の現状をはじめ、幅広い

分野の環境に関する取組の実績と評価をとりまとめた『横浜市環境管理計画』の年次

報告書です。

　安全で安心して暮らせる自然豊かな都市・横浜であり続けるために、市民・企業の皆

様と共に考え、行動に向けて一歩を踏み出す一冊となることを願っております。

「横浜の環境」の発行にあたって
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　「横浜市環境管理計画」は、「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づき策定する環境の総合
計画です。環境を取り巻く状況の変化に対応し、環境行政を総合的に推進するため、新たな「横浜市環境管理
計画」（以下「新たな計画」という。）を平成23年４月に策定しました。本書は「新たな計画」の取組状況をま
とめたものです。
　「新たな計画」の計画期間は、中長期的な視点での目標としては、2025（平成37）年度まで、事業の実施に
関する視点での目標は、2013（平成25）年度までとしています。
　なお、計画期間満了に伴い改定された計画は、「新たな計画」の取組を検証・評価し、その成果や明らかと
なった課題、環境創造審議会からの答申を反映させて策定されています。
　＜施策の体系＞
　■ 総合的な視点による基本政策として、「環境と人・地域社会」「環境と経済」「環境とまちづくり」の３つ

の視点による体系を構築し、総合的・横断的に取組を進めます。
　■ 「地球温暖化対策」及び「生物多様性」については、持続的に、様々な施策と連携して推進することで、よ

り大きな効果を生み出すため、環境行政における包括的な分野として位置づけます。
　■ 環境側面からの基本施策として、「地球温暖化対策」「生物多様性」に加え、「水とみどり」「食と農」「資

源循環」「生活環境」の６つの視点から施策を体系化します。

　「新たな計画」の実効性を確保し、環境行政の継続的な進化を図るため、環境施策の取組状況を把握
し、その成果や課題を今後の取組へつなげます。※評価にあたっては、取組状況を行政自ら点検・評価、市
民意識調査の結果を踏まえて、横浜市環境創造審議会において外部からの点検・評価・提言をいただき、
各取組・施策につなげていきます。

環境行政のプロセス管理

「横浜市環境管理計画」について

はじめに

はじめに
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　本書は「はじめに」「特集」「第１章　総合的な視点による基本政策」「第２章　環境側面からの基本施策」
「第３章　区役所の環境施策」で構成されています。

第１章　総合的な視点による基本政策

第２章　環境側面からの基本施策

第３章　区役所の環境施策
　18区役所の環境に関する主な取組をまとめています。区民や団体、企業と連携して様々な取組を展開して

います。なお、本文中網掛けの箇所は１区１ゼロカーボンプロジェクトを示します（１区１ゼロカーボンプロジェ

クトとは、地域における温暖化対策の取組を推進するため、地球温暖化対策に関する普及啓発講座の実施や

省エネ器具の導入促進など、市民の温暖化対策につながる行動を促進する取組であり、各区にて実施してい

ます）。

　「横浜の環境」は、「横浜市環境の保全及び総合に関する基本条例」第20条に基づき、「横浜市環境管理計

画」に掲げた施策・事業の進ちょく状況をまとめ、毎年、年次報告書として公表しているものです。

　横浜市の環境施策について説明した「本編（本書）」と、環境関連のデータをまとめた別冊の「資料編」で構

成されます。また、本編と資料編の概要をまとめた「概要版」としてリーフレットを発行しています。

なお、「横浜の環境」は、次の方法により公表しています。

・横浜市環境創造局ホームページにて全文（PDF形式）をダウンロードできます。

http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/etc/jyorei/keikaku/kanri/#houkokusyo

・市立図書館、区役所、市役所市民情報センター等で閲覧できます。

・市役所市民情報センターで「本編」「資料編」セットで購入できます（１セット1,000円）。

横浜の環境について

本書の構成

横浜の環境

は
じ
め
に
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 「横浜市環境管理計画」は環境分野の総合計画で、「横浜市中期４か年計画」の環境分野に関する施策と連
動した取組を展開しています。「環境管理計画」はこのほか、様々な分野の計画と連携しながら環境への取組
をすすめています。取組にあたっては、「環境と人・地域社会」「環境と経済」「環境とまちづくり」の視点から
取り組み、横浜の経済活性化やまちの魅力づくりなどに貢献しています。
　ここでは、環境管理計画と連携している計画のうち、平成26年にスタートした計画と、「環境管理計画」と
の連携について紹介します。各計画の特徴をピックアップしました。

特集

特集１　環境管理計画と連携する様々な計画
～平成26年は横浜市中期4か年計画をはじめ、
　　環境管理計画と連携するさまざまな計画がスタートする年となりました～

横浜市環境
環境と経済

地球温暖化
対策

水と 
食と 
資源 
生活 

A

C

D

E

F

・未来のまちづくりと一体となった先駆的な取組の実現と生活の向上
・徹底したエネルギーの効率的利用を実現する低炭素でスマートな経済社会の構築
・原子力発電や化石燃料に過度に依存しない、地域におけるエネルギーの創出と地産地消の推進
・横浜の成長をけん引する低炭素ビジネスモデルの普及や関連産業の育成
・市民力、民間活力の発揮を引き出す削減取組の積極的展開
   http://www.city.yokohama.lg.jp/ondan/plan/#tag1

・緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します
・地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑
の質を高めます
・市民と緑との関わりを増やし、緑とともにある豊かな暮らし
を実現します
   http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/midoriup/

・安全で安心なまちづくり
・環境対策への貢献
・戦略的なプロモーション
・下水道事業の持続的な運営
 http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/gesui/
keiei/keieikeikaku/2014.html

基本方針

横浜市地球温暖化対策実行計画（平成26年3月） 

▲

P34

横浜みどりアップ計画（平成25年12月）

▲

P55
～みんなで育むみどり豊かな美しい街　横浜～

横浜市下水道事業中期経営計画2014
（平成27年１月（予定））

▲

P55
～防災・環境への貢献と経営資源の確保～

A

C

C

・環境・エネルギー
・健康・医療
・観光・MICE
   http://www.city.yokohama.lg.jp/keizai/vision/

成長分野育成ビジョン（平成26年３月） 

▲

P23
～横浜経済の発展に向けたグロウアップ戦略～　

A

特に力を入れる3つの分野

５か年の目標

経営方針
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横浜市が目指す将来の環境の姿（2025年度までの環境目標）

特
集
１

環境技術の導入やライフスタイルの
変革などにより、温室効果ガスの排
出が大きく削減している低炭素なま
ち

⇒これらの環境への取組が横浜の経済の活性化、まちの魅力づくりなどに貢献

郊外部だけでなく、都心臨時部にお
いても身近に多様な生き物を感じら
れる、水とみどり豊かな自然環境が
あるまち

管理計画

生物多様性

みどり
農
循環
環境

環境と人・
地域社会

環境と
まちづくり

B

プロセス管理（Ｐ4）を行い
ながら将来の姿へStep up

平成26年12月現在

「普及啓発」 誰もが都市生活のなかで、自然や生き物に親しみ、実践できる取組をすすめます。
「保全・再生・創造 」地域の特性に応じた保全・再生・創造の取組をすすめます。
「しくみづくり」 保全や評価などに取り組むしくみづくりをすすめます。
「まちづくりと経済活動」 生物多様性に貢献するまちづくりや経済活動の支援をすすめます。
  http://www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/mamoru/tayou/

将来像 「身近に自然や生き物を感じ、楽しむことができる豊かな暮らし」

・農業経営の安定化・効率化に向けた農業振興
・横浜の農業を支える多様な担い手に対する支援
・農業生産の基盤となる農地の利用促進
・時代の変化に応じた新たな施策
・農に親しむ取組の推進
・地産地消の推進
 http://www.city.yokohama.lg .jp/kankyo/
nousan/nouseiplan.html

・ 誰もが3R行動を実践する環境配慮型のライフスタイル・
ビジネススタイルが定着している

・ より環境負荷の少ないごみ処理システムが構築されてい
る

・ 清潔できれいなまちが実現している
・ 全ての市民がごみのことで困らない住みよいまちが実現
している

 http://www.city.yokohama.lg.jp/shigen/sub-
keikaku/keikaku/3rm/dai2ki/

  廃棄物行政における将来ビジョン

施策の体系

取組方針

生物多様性横浜行動計画（ヨコハマbプラン）（平成27年１月（予定））

▲

P45

～はじめよう、bな暮らし～

横浜都市農業推進プラン（平成27年１月（予定））

▲

P60

ヨコハマ3
ス

Ｒ
リ

夢
ム

プラン
第2期推進計画（平成26年4月）

▲

P66

B

D

E
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特集2　これからのエネルギー
　エネルギーは私たちの日常生活に欠かせないものです。従来から低炭素社会の実現に向け、エネルギーに
関する様々な取組を進めてきましたが、東日本大震災を契機に、原子力や化石燃料に過度に依存しない、新し
いエネルギーの創り方、使い方が一層求められています。ここでは、自然由来の「再生可能エネルギー」と今注
目されている「水素エネルギー」について、横浜市の取組を交えて紹介します。

エネルギー概念図（出典：経済産業省　資源エネルギー庁資料をもとに本市作成）

1.再生可能エネルギーとは

2.再生可能エネルギー活用のメリット

　再生可能エネルギーとは、法律（※）で「エネルギー源として永続的に利用することができると認められるも
の」として、太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱その他の自然界に存する熱、バイオマスが規定さ
れています。再生可能エネルギーは、資源が枯渇せず繰り返し使え、発電時や熱利用時に地球温暖化の原因
となる二酸化炭素をほとんど排出しない優れたエネルギーです。

　　（※）エネルギー供給事業者による非化石エネルギー源の利用及び化石エネルギー原料の有効な利用の促進に関する法律

　「再生可能エネルギー」は、出力が不安定で、地形的な条件から設置場所が限られるなどの課題があります
が、発電時や熱利用時に地球温暖化の原因となる二酸化炭素をほとんど排出しない優れたエネルギーです。
また、地球温暖化対策だけでなく、環境・エネルギー産業分野は将来有望な成長産業であり、市内経済の活性
化といった観点からも重要です。さらに、震災時などの非常用電源としての活用も期待されています（P42  コ
ラム参照）。

特集
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水素の様々な製造方法（出典：経済産業省　資源エネルギー庁）

平成 25年度実績（※については年間発電見込量）

3.横浜市における取組

4.今注目のエネルギー

横浜市風力発電事業（ハマウィング）

浄水場等（水道事業）
　年間　約95万kWh
　用途：浄水場の運転管理に活用

　水素は、多種多様なエネルギー源から製造可能であり、利用段階で二酸化炭素を排出しない究極のクリーン
エネルギーとして、エネルギーの安定的な確保や環境負荷の低減などに大きく貢献することが期待されてい
るエネルギーです。横浜市は、ＦＣＶ（燃料電池自動車）や燃料電池の普及を図るとともに、工業用途における
水素の需要や、工業製品の生産過程で副次的に発生する水素（副生水素）の状況を把握するとともに、水素ス
テーションの整備に係る動向調査など、インフラを含めた供給体制についても検討していきます。

太陽光
発　電

風 力
発 電

水 力
発 電

バイオマス
発電・燃料

特
集
２

水再生センター（下水道事業）※

　年間発電量：約123万kWh
　用途：売電、災害時の応急対策事務電源
　　詳しくは　P37、P42

年間発電量：約217万kWh　　詳しくは　P41

小水力発電事業（配水池、浄水場）
　年間発電量：約312万kWh　　用途：一部を隣接する緑道照明
　  詳しくは　P37

消化ガス発電（下水道PFI事業）
　年間発電量：約1,386kWh　　詳しくは P36
汚泥燃料化事業（下水道PFI事業）
　石炭代替燃料製造・販売　　詳しくは P37

生ごみ等のバイオガス化（資源化推進事業）
　本市における実現可能性を検討　　詳しくは P69

使用済食用油のバイオディーゼル燃料活用事業
　水再生センター・市営バスの燃料として活用　　詳しくは P37



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


